
子どもの成長と大人の関わり
校長 中熊 豊仁

「あわてんぼうのサンタクロース…♪」
朝の教室から、子どもたちの弾むような歌声が聞こえてきます。私自身の気持ちのせい

でしょうか、歌のもつリズムやテンポ、歌詞の内容のせいでしょうか。これから年末年始、
特にクリスマスの時期を迎えようとしている子どもたちのうきうきとした気分が伝わって
くるように感じます。

先日１年生の算数の授業について職員で語り合う時間がありました。今学校で目指して
いるのは、子どもが主語の学校であり、もっと子どもたちに学びを委ねる教育活動の実現
です。今回は、長さの比べ方について考える授業が行われま
した。直接長さが比べられる物と比べられない物のコーナー
がいくつか設けられ、子どもたちは、自分が行きたいコーナ
ーから回り、ああでもないこうでもないと友だちと語り合い、
試行錯誤しながら比べ方を考えメモしていきます。一斉型授
業に慣れていると、一見ガチャガチャして見えますが、子ど
もたちはわいわい言いながら楽しく活動し、見事に課題を解
決していきました。

このような学びは、多様な学びを生み出し、人間関係にも変化をもたらします。友だち
のよさを見出しながら様々な友だちと関わる中で多くのつながりができ、友だちの輪を広
げていくことにもつながります。１年生だけれど、どこまでできるのかなあと思いながら
見ていましたが、子どもたちはやっぱりすごかったのです。もちろん、たくさんのしかけ
があります。子どもたちの姿を見ながら、できないからさせないとか、すぐに助けてあげ
るとかではなく、大人のしかけや工夫次第で、こんなにもできるし成長もするのだと改め
て思うことでした。予測不能な社会を生きていく子どもたちだからこそ、自分たちで考え
る学びは、これからますます重要です。

順調に見えていても突然道に迷うことがある子どもたち。授業における学びに限らず、
そんな時大人はどのように子どもと関わればいいのでしょうか。人を非難することや目の
前の障害と感じることを避けることを教えるのか。それとも、子どもの立ち上がる力を信
じ、迷いに共感しつつ自分に起きた出来事をどのように見るのか、解決のためにどうすれ
ばいいのかを共に考え、必要に応じて伴走するような未来志向の姿勢の大切さを身をもっ
て教えるのか。どちらが子どもの心を強くするのでしょうか。

「目標達成できましたあ。ほらあ。」
持久走大会の日、子どもたちや保護者の皆さんの応援する声が響く中、嬉しそうに着順

カードを見せてくれる子どもたちがいっぱいいました。大会まで目標を決めてお父さんに
アドバイスをもらいながら一緒に走ってきた子もいたようです。親子でがんばったからこ
その喜びもとても大きかったようです。きっと、多くの保護者の方々が、日頃からこのよ
うな子どもを支える関わりをされているのだろうと思うことでした。

「うわあ、大きい。」
目がきらきらしています。今年も、おやじ会の皆さんが作ってくださった立派な門松の

横を、子どもたちがいろんな反応を示しながら通っていきます。忙しい中にも、今年も子
どもたちのために懸命に活動してくださった多くの皆様に心から感謝申し上げます。
皆様、どうぞよい年をお迎えください。



 
 
 
 
 
 

おやじ会よる門松作り 

スクールサポートボランティア（SSVC+） 

薬物乱用防止教室 

義弘公奉賛相撲大会 

きらりかがやく錦江っ子 

〇 人権作文コンテスト霧島地区大会   
協議会賞  4 年  岩下 悠月         

〇 第５３回 JA 交通安全ポスターコンクール  
銅賞  2 年  黒田 寛大   
佳作  4 年  岩下 悠月 

  〇 「World of Dance Japan 2025」予選通過 
       4 年 妹尾夢咲（アメリカで２０２６年に行われる 

決勝大会にメンバーの一員として参加） 

ありがとうございました！ 

野村工業さんより、今年も写真ニュースを寄贈して
いただきました。写真ニュースは、毎月学校に届けら
れ、職員室前に掲示しています。 

写真ニュースは、子どもたちも 
よく見ているものです。子どもたち 
・学校のために、本当にありがとう 
ございます。 


